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考慮して、次の基準により算定するものとする。 

(1)  講義及び演習については、15 時間から 45 時間の授業をもって 1 単位とする。 

(2)  実験、実習及び実技については、30 時間から 45 時間の授業をもって 1 単位とする。 

(3)  卒業研究等の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与するこ

とが適切と認められる場合には、これに必要な学修等を考慮して単位数を定めることが

できる。 

（卒業に必要な授業科目の履修と単位数） 

第 13 条 リハビリテーション学科の各専攻の卒業に必要な授業科目の単位数は、次の表のと

おりとする。  

区   分 教養科目 専門基礎科目 専門科目 合 計 

理
学
療
法
学
専
攻 

必修科目 18 単位  34 単位 －単位 52 単位 

選択科目 8 単位以上 6 単位 64 単位 78 単位以上 

合 計 26 単位以上 40 単位 64 単位 130 単位以上 

作
業
療
法
学
専
攻 

 

必修科目 18 単位 34 単位 －単位 52 単位 

選択科目 8 単位以上 ４単位以上 75 単位 87 単位以上 

合 計 26 単位以上 38 単位以上 75 単位 139 単位以上 

（学修の評価及び単位の授与） 

第 14 条 授業科目を履修した学生に対しては、GPA 制度を導入し、学習の成果を A+(90 点以

上)、A（80 点以上 90 点未満）、B（70 点以上 80 点未満）、C（60 点以上 70 点未満）、D（60

点未満）の 5 段階で評価し、A+、A、B、C を合格とする。  

２ 成績評価の厳格化のため、成績評価基準に GPA 制度を導入する。 

３ 前項に定める成績評価基準をもとに、履修単位の上限設定（CAP 制）を行う。 

４ あらかじめ履修する旨登録された授業科目を履修し、合格した者には所定の単位を与える。 

（履修届） 

第 15 条 学生は、履修しようとする授業科目を選択し、指定期間内に履修届を学科長に提出

しなければならない。 

（他の大学等における授業科目の履修等） 


